
舎 員 諸 君の投稿 を募 る

合只諸君から大体次の事拐を御含みの上の投手i.Gを期待します。

1. 誠fJ(に関するル論文(手n文)，紡:沼t， ITí古文抄~!k， 雑鋭、籍。

2. 原稿掲i訟の取拾，:t砧i肢の)11n序，i本紙及び校五は役員舎に一任の ζ と。

3. 別刷は小論文，綜設， 総合抄鍛に限りその技用は 50部を舎にて賀拾し， それ

以上は著者賞捻のとと。必要部並立は投稿誌の際にrIl込むとと。

4. thj'j命文， 綜iot，総合抄録は 400 字言吉原稿用紙 12 枚位~， 其他は同」ニ 6 枚位迄

を限度とし回収等のスペえは此の内に含まれる。

5. 原稿は平仮名混り，綴:1?としなるぺ<400字詰原稿用紙を周ふるとと。

書frに務類に闘する質疑態答欄 を設け皮と思いますから，合員諸君の御利用を乞う 。

f;'oJiてIi日は札幌市北大型翌幹部他物盗致室内本合庶務幹事宛のとと。

究'

昭和 28存 12月15日印刷

昭和 28&J三 12月初日 王室行

漏1込書在登行者 中 利 益岳 民F
à1綿市舟見司r~ ti命誌i大接近感閣1泊夜研究所

印 刷l 者 山中 キヨ

tL指iII北 - (，占回三丁 目ニ苔l也

後 行FTr 日本 主主翼i'i象令

払鶴 市北i(;j;fi大感理感知続物摩舷室内
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